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令和３年度 第２回焼津市高齢者保健福祉計画推進協議会  第２回焼津市介護保険運営協議会   
１ 日  時： 令和３年 12月 21日（火） 午後１時 30分～午後２時 45分 

２ 会  場： 焼津市役所本庁舎 １階会議室１A 

３ 出席者： （委  員）石川英也会長、石田璃久磨副会長、岡村正昭委員、金井富保委員 

原孝恵委員、滝澤義雄委員、岩根知代委員、村松晶子委員 

本村春枝委員、川合玲子委員、水野尚美委員、巻田達央委員 

奥川清孝委員、久保田裕美委員 

（事務局）石原健康福祉部長、壁下市長戦略監、橋ケ谷健康福祉部次長 

平岡地域包括ケア推進課長、関口地域包括ケア推進担当係長、 

大橋事業者指導担当係長、藤本高齢者福祉担当主幹、 

平田介護保険課長、藤田保険給付担当主幹、増田保険給付担当主査、 

小泉認定担当主幹、 

池谷健康づくり課長、八木成人保健担当係長、 

嶋国保年金課長、紅野後期高齢者担当係長 

４ 次  第 

（１）開会 

（２）挨拶 

（３）委員の紹介 

（４）高齢者保健福祉計画推進協議会並びに介護保険運営協議会の委員について 

（５）会長選出 

  ア 会長の選出 

  イ 副会長の選出 

（６）議事 

【協議事項】第９期ほほえみプラン２１における評価指標の設定について 

【報告事項】第８期焼津市介護保険事業計画における介護サービス施設の整備について 

（７）閉会 

 

【議事録】 

開会  

平田課長 定刻になりましたので、ただいまより令和３年度第２回焼津市高齢者保健福祉計

画推進協議会、並びに第２回焼津市介護保険運営協議会を開会いたします。司会を務

めます介護保険課長の平田です。よろしくお願いいたします。 

開会に先立ち、健康福祉部長よりご挨拶させていただきます。 

石原部長 ＜挨拶＞ 
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平田課長 今回は改選後、初めての協議会となりますので、簡単に各委員から自己紹介をいた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

＜各委員の自己紹介＞ 

続きまして、事務局の職員について紹介させていただきます。 

＜事務局職員の自己紹介＞ 

ここで、本日の委員の出欠状況をご報告いたします。 

本日の欠席委員は渋谷委員１名です。 

なお、介護保険運営協議会規則第５条により委員の過半数が出席しておりますの

で本協議会は成立しておりますことをお伝えします。 

続きまして、次第の４「高齢者保健福祉計画推進協議会並びに介護保険運営協議会

の委員について」及び ５「会長選出」について説明させていただきます。 

（「高齢者保健福祉計画推進協議会並びに介護保険運営協議会の委員について」説

明） 

それでは、５「会長選出」のうち、ア.会長の選出について お諮りいたします。 

高齢者保健福祉計画推進協議会 設置要領第５条第１項並びに、介護保険運営協

議会規則第２条第１項により、会長及び副会長は委員の互選により選出される旨、

規定されております。 

選出方法をいかが取り計らいましょうか。 

岡村委員 推薦によることでいかがでしょうか 

平田課長 推薦によるとのご意見がありましたが、これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

ご異議なしと認め、推薦による選出に決定させていただきます。 

それでは、候補者についてどなたかご意見はありませんか。 

岡村委員 会長には、石川委員を推薦させていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

平田課長 石川委員のお名前が挙がりましたが、他にご意見ありませんか。 

それではご異議なしと認め、会長は石川英也（いしかわ ひでや）委員に決定させ

ていただきます。石川委員、よろしくお願いいたします。 

正式に会長が選任されましたので、焼津市高齢者保健福祉計画推進協議会 設置

要領 第５条第２項並びに、焼津市介護保険運営協議会規則第２条２項の規定によ

り、ここからの進行は会長にお願いします。 

それでは、石川会長、会長席へご着席いただき、一言ごあいさつと、これからの進

行をお願いします。 

石川会長 参議院の本会議で補正予算が成立されたということですけれども、歳出予算の補

正が 35.9兆円ということになり、すでに出ている歳出予算を加えると 142兆円とい

うことで、国債の発行残高が 1,000 兆円を超えるという、ものすごい借金になって

います。経済対策関連の歳出が 31兆円、「事業復活支援金」に２兆８千億円、あと観

光支援事業「Go To トラベル」再開に 2,685億円、その他保育士さんや看護師さん

とかの賃金を引き上げる等の費用も計上しているそうです。そのお金が介護に回っ

てくればよいのですが。 
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もう一つ、これは 20日付の新聞ですが、健康上の問題がなく、日常生活を支障な

く送れる期間を示す「健康寿命」の記事がありまして、2019年度ですが男性が 72.68

歳、女性が 75.38 歳でだんだん男女差がなくなってきたということです。厚労省と

しては、なるべく健康寿命を長くして、医療・介護の支出を抑えようと。県別にみる

と、男性、女性ともに静岡県は５位で、結構健康寿命が長い県になっていて、良いな

と思ったのですけれども、医療保険について、後期高齢では、10 月から自己負担が

１割から２割になるということで、単身世帯で年 200 万以上の収入がある場合、ま

た夫婦世帯の場合は年間 350万円以上の場合は、２割自己負担することになります。

ですから、医療保険、介護保険等、払う金額が増えるので、皆さん懐具合がどうなる

のかと、非常に気になるところであります。介護の方へはなかなか国からお金が回っ

てこない状況で、他のところに使っているのでしょうが、そのあたりも少し考えてい

ただきたいところだと思います。 

それでは、イ．「副会長の選出」について、事務局の説明をお願いします。 

事務局 ＜事務局より説明＞ 

石川会長 事務局から説明がありましたが、選出の方法についてお諮りいたしたいと思いま

す。いかがいたしましょうか。 

（異議なしの声あり） 

ご異議なしと認め、推薦による選出に決定させていただきます。 

それでは、候補者についてどなたかご意見はありませんか。 

巻田委員 会長選出と同じ推薦でどうでしょうか。 

石川会長 推薦とのご意見がありますが、これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

ご異議がないようですので、副会長の選出についても、推薦による方法といたしま

す。 

どなたか候補者についてご意見はありませんか 

巻田委員 石田委員にお願いしたらいかがかと思います。 

石川会長 石田委員のお名前が挙がりましたが、ほかにご意見はありませんか。 

無いようでしたら石田委員にお願いすることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

それでは、ご異議なしと認め、副会長は石田委員にお願いします。 

石田副会長、一言ごあいさつをいただけますでしょうか。 

（石田副会長 挨拶） 

それでは、議事に入ります。 

まずは、協議事項「第９期ほほえみプラン２１における効果指標の設定について」、

事務局から説明をお願いします。 

事務局 ＜事務局より説明＞ 

石川会長 質疑等ありましたらお願いします。 



R3-38 

4 

奥川委員 貴重な財源を有効に、必要なところにはちゃんと使ってもらうそこをふまえたう

えでの、質問になりますが、資料の P４高齢者保健福祉用具給付等事業の件数が目標

値 100 件に対して上半期 25 件、P６福祉用具貸与が推計値 356,792 千円に対し、上

半期 163,533千円となっています。件数と金額についてお聞きしたいと思います。 

次に、P５みまもりアプリダウンロード累計数についてですが、認知症高齢者見守

り事業ということで、おでかけ見守りネットワークのおみね輪プロジェクトで、目標

値 2,700件に対し、6,977件となっており、これは累計値だと思いますが、実際には

どのくらいの人が登録していて、どれくらいの人に見守ってもらえたのかお聞きし

たいと思います。 

それから最後に、本人ミーティング開催数についてですが、２回行われているとい

うことですが、どのようなところでどのような内容で行われ、どう活かしているのか

ということをお聞きしたいと思います。 

平田課長 P４の高齢者保健福祉用具給付等事業と P６の福祉用具貸与とは別の事業になって

おり、P４の件数につきましては、補聴器購入に対する補助になっていますので、P６

の福祉用具貸与とは別のものになります。 

奥川委員 指標件数に対し、上半期の件数が 25件と少ない理由は何でしょうか。 

藤本主幹 補聴器購入に対する補助事業は、今年度からの新規事業となっているため、指標に

ついては先進市町の磐田市と長泉町を参考にして 100 件に設定しましたが、今日現

在の実績で 35件となっています。 

奥川委員 この件数にシルバーカーの件数は含まれていませんか。 

平田課長 シルバーカーの貸与については、P６になり、金額としては、上半期の実績を勘案

すると、年間で予算額に収まる形となり、ほぼ推計どおりと思っております。 

奥川委員 シルバーカーについては、借りたくても借りられないという声が届いていますが、

それについてはどうでしょうか。 

平田課長 車いすの貸与については、原則対象者が要介護２以上となっていますが、要介護２

以上でなくても、個々の事情により、貸出しているケースはあります。 

奥川委員 新規貸与についてはともあれ、今まで借りていたのに急に借りられなくなると、市

民からすると厳しくなったと感じるのではないでしょうか。しっかり説明をしない

と、「市は冷たい」という印象になってしまうと思われますが。 

平田課長 介護度が軽くなることにより、貸与対象外となることはあります。すべての方に介

護保険を利用してお貸しすることはできないということについてはご了承いただき

たいと思います。個々のケースについては、ケアマネジャーや本人の話を聞きながら

判断させていただいております。 

関口係長 みまもりアプリダウンロード累計数については、TV 報道により、登録の希望が増

えたと思われます。認知症により徘徊の恐れがある方の家族が心配して利用したり、

認知症サポーター養成講座の受講者が趣旨に賛同して登録してくれたりしていま

す。登録者数は 6,977件です。 

奥川委員 実際に、このアプリの利用により見守ってもらえたという件数はどのくらいあり

ますか。 
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石原部長 アプリに登録した方全員に、行方不明者の情報が配信されるため、アプリをダウン

ロードした方が見守りしてくださっている対象となり、見守っていただいた件数に

なると考えています。 

関口係長 本人ミーティングについてですが、当事者や家族が集い、自らの体験や希望、必要

としていること等を語り合う機会を設けています。今年度は２回公民館で開催しま

したが、本人やその家族、市内包括支援センターに配置している推進員、行政が参加

し、お茶を飲みながら語り合うという方法で行いました。本人の思いを聞き出す中

で、認知症になっても就労の希望があることを生き生きと語る様子が見られ、働く場

所をこちらで作り出すということが必要だということがわかりました。 

石川会長 よろしいでしょうか。目標値が２回ということですので、もう少し力を入れてやっ

たほうが良いかもしれないのかなと思います。 

他に何かありませんか。 

滝澤委員 P３の基本方針３の高齢者交通安全教室開催回数についてですが、予定より実績が

少なくなっているのは、コロナ関係で開催できなかったということでよろしいでし

ょうか。 

平岡課長 公共交通の担当者からは、やはりコロナ関係で開催できなかったと聞いています。 

滝澤委員 高齢者の交通事故が増えている中、最近警察からもさわやかクラブに交通安全教

室を受講してほしいという依頼がありました。以前、凸部（ハンプ）実験の協議会に

も参加しましたが、今後どうするのか、あるいはどうしていくのかについての報告は

ないままになっています。 

石原部長 昨年、さわやかクラブの方にもご協力いただき、凸部（ハンプ）の実験を行いまし

た。直接の所管ではないため、わかる範囲でしかお答えできませんが、最初大井川港

で実験し、それから南小の公道で実験をしています。社会実験として行っているた

め、実験終了後、現場を一旦撤去しましたが、実験の結果や成果について、検証した

結果が報告されていることと思います。今後の予定等につきましても検討している

と思いますので、さわやかクラブさんをはじめ、市民の皆様にご報告するよう、担当

課あてに要請していきます。 

石川会長 よろしいでしょうか。 

次に、報告事項「第８期焼津市介護保険事業計画における介護サービス施設の整備

について」事務局から説明をお願いします。 

事務局 ＜事務局より説明＞ 

石川会長 質疑等ありましたらお願いします。 

（質疑等なし） 

それでは、以上をもちまして、本日の議事は全て終了いたしました。 

マイクを事務局にお返しします。 
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平田課長 石川会長ありがとうございました。 

以上をもちまして「令和３年度 第２回焼津市高齢者保健福祉計画推進協議会、並

びに、第２回焼津市介護保険運営協議会」を閉会します。 

次回は、３月 25日の開催を予定しておりますのでよろしくお願いいたします。 

本日はお忙しい中、ご出席いただきありがとうございました。 

散会  

 


